
「ヒト胚の取扱いに関する基本的考え方」見直し等に係るタスク・フォースにおける論点の整理について

検討が必要な課題 構成員から のご意見 ヒ アリ ング内容

　 現時点では、 こ の分野の研究においてヒ ト 受精胚
の作成・ 利用を 伴う 研究を 行う 具体的必要性が確認
でき なかっ たが、 容認する余地はあり 、 先天性の難
病に関する研究が今後進展するこ と を 期待し 、 将
来、 必要性が生じ た時点で改めて検討するこ と と す
る。

○具体的必要性の確認

・ 医学会から 対象と なり 得る具体的な疾患名を
出し ても ら っ た方が、 研究を 社会的に受け入れ
やすいのではないか。
・ 受精胚にゲノ ム編集を 用いるこ と で何がわか
るのかを 議論し 、 具体的に示すべき ではない
か。
・ ｢基本的考え方｣を 踏まえ､ある程度具体的な
疾患名を 挙げるべき ではないか。

○遺伝性難病について（ 第110回　 松原構成員ヒ アリ ング）
・ ｢重篤な遺伝性疾患｣には、 bi ol ogi cal な重篤性（ 発生異常､新生児期死亡等） と Psyco-
soci al な重篤性（ Duchenne型筋ジスト ロフ ィ ー、 ダウン症等） がある。
○ヒ ト 受精胚へのゲノ ム編集技術を 用いる研究が病因解明等に資すると 考えら れる疾患に
ついての中間報告（ 第12回TF　 日本医学会)
・ 染色体異数性変異（ タ ーナー症候群）
○ヒ ト 受精胚を 用いたゲノ ム編集利用研究について（ 第13回　 阿久津構成員ヒ アリ ング）
・ X染色体不活化
○ミ ト コ ンド リ ア病における核置換技術について（ 第13回　 後藤参考人ヒ アリ ング）

○ヒ ト 胚を 用いなければ得ら れな
い科学的知見
○代替不可能性
○14日間で解明でき る可能性

・ 体細胞編集では治療が難し いも の( 複数臓器
の障害､発生初期･新生児期の死亡) に、 ヒ ト 胚
へのゲノ ム編集は有効と 思われる。
・ 受精胚にゲノ ム編集を 用いるこ と で何がわか
るのかを 議論し 、 具体的に示すべき ではない
か。
・ 原始線条発生までの初期胚の使用でどのよう
な科学的知見が得ら れるのかを 確認すべき では
ないか。
・ 子宮内遺伝子治療研究の方が現実的ではない
か。
・ 何ら かの有害事象が起き た際に、 ヒ ト 胚への
ゲノ ム編集が原因で起き た事象なのか否かの判
別ができ ない等安全性確保の問題がある。 こ の
為、 安全性を 加味し 議論を するべき ではない
か。

○ヒ ト 胚（ 受精卵） を 用いた臨床と 研究の現状について（ 第109回・ 第７ 回TF　 山田参考人
ヒ アリ ング）
・ 実験動物モデルで得ら れた結果が、 人にも 当てはまると は限ら ない
○ヒ ト ES/i PS細胞を 用いた疾患研究の状況と ゲノ ム編集技術について（ 第109回・ 第７ 回TF
阿久津構成員）
・ 実験動物モデルで得ら れた結果が、 人にも 当てはまると は限ら ない
○ミ ト コ ンド リ ア病における核置換技術について（ 第13回　 後藤参考人ヒ アリ ング）

○基本的考え方の例外が許容さ れ
る条件
・ 社会的妥当性
・ 科学的合理性
・ 人への安全性の配慮
○倫理的課題
○その他（ 規制、 審査体制など）

・ ヒ ト 受精胚にゲノ ム編集技術を 用いる研究に
ついては、 ｢基本的考え方｣の３ 要素に沿っ た整
理が必要ではないか。
・ こ れら の研究の倫理審査を するに当たっ て、
審査体制を 十分に検討すべき ではないか。
・ ヒ ト 胚へのゲノ ム編集が｢医療｣と し て進んで
し まう 前に､国際状況も 見据えながら 研究ルー
ルを 確立すべき ではないか。
・ 海外におけるヒ ト 胚に対するゲノ ム編集を 規
制する法令やガイ ド ラ イ ンなどを 参考にし ては
どう か。
・ 優生保護の観点から も 検討を すべき ではない
か。
・ ゲノ ム編集を し たヒ ト 胚から 生まれてく る子
供の人権も 考えるべき ではないか。
・ 研究目的による規制、 使用する技術による規
制、 使用する胚（ 余剰胚なのか新規作成胚なの
か） による規制と 整理し て考えるべき ではない
か。

○ヒ ト 胚･生殖細胞の遺伝的改変・ ゲノ ム編集への規制の国際比較について（ 第109回　 石
井参考人ヒ アリ ング）
○遺伝性難病について（ 第110回　 松原構成員ヒ アリ ング）
○難病患者の立場から の考えについて（ 第110回　 伊藤構成員ヒ アリ ング）
○英国における生殖医療研究と 生殖医学研究管理運営機関（ HFEA） について（ 第13回TF 石
原構成員ヒ アリ ング）

「 ヒ ト 胚の取扱いに関する基本的考え方」
（ 平成16年7月23日　 総合科学技術会議）

「 ヒ ト 胚の取扱いに関する基本的考え
方」 見直し 等に係る報告（ 第一次）

（ 平成30年3月29日　 総合科学技術・ イ ノ
ベーショ ン会議）

ヒ ト 余剰胚に対するゲノ ム編集技術等により 病態解明・ 治療法開発を 進める上での課題と 議論

ヒ
ト
受
精
胚
を
用
い
た
病
態
解
明
・
治
療
法
開
発

５ ． まと め
○「 難病等遺伝性疾患研究」 及び「 疾
患（ がん等） 研究」 を 目的と する基礎
的研究に係る検討については、 生命倫
理専門調査会においてこ れら の疾患に
係る学会等の見解が得ら れ次第、 タ ス
ク ・ フ ォ ースにおいて速やかに行う と
と も に、 こ れら 以外の「 核置換」 等の
検討についても 、 今後進めていく こ と
と する。

　 ヒ ト 受精胚尊重の原則の例外が許容さ れる 条件

　 例外が認めら れるには、 そのよう なヒ ト 受精胚の
取扱いによら なければ得ら れない生命科学や医学の
恩恵及びこ れへの期待が十分な科学的合理性に基づ
いたも のであるこ と 、 人に直接関わる場合には、 人
への安全性に十分な配慮がなさ れるこ と 、 そのよう
な恩恵及びこ れへの期待が社会的に妥当なも のであ
ると いう こ と 、 と いう ３ つの条件を 全て満たす必要
があると 考えら れる。
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検討が必要な課題 構成員から のご意見 ヒ アリ ング内容

　 ヒ ト の尊厳を 踏まえた受精胚尊重の原則

　 「 人」 へと 成長し 得る「 人の生命の萌芽」 である
ヒ ト 受精胚は、 「 ヒ ト の尊厳」 と いう 社会の基本的
価値を 維持するために、 特に尊重し なければなら な
い。 し たがっ て、 「 研究材料と し て使用するために
新たに受精により ヒ ト 胚を 作成し ないこ と 」 を 原則
と すると と も に、 その目的如何に関わら ず、 ヒ ト 受
精胚を 損なう 取扱いが認めら れないこ と を 原則と す
る。

○具体的必要性の確認

・ 医学会から 対象と なり 得る具体的な疾患名を
出し ても ら っ た方が、 研究を 社会的に受け入れ
やすいのではないか。
・ ｢基本的考え方｣を 踏まえ､ある程度具体的な
疾患名を 挙げるべき ではないか。

○ヒ ト 胚を用いなければ得ら れな
い科学的知見
○代替不可能性
○14日間で解明でき る可能性

・ i PS/ES由来の配偶子の受精可否についても 検
討が必要ではないか。

○ヒ ト 胚（ 受精卵） を 用いた臨床と 研究の現状について（ 第109回・ 第７ 回TF　 山田参考人
ヒ アリ ング）
・ ヒ ト と マウスの初期胚発生におけるOCT4遺伝子の果たす役割には違いがある。 卵子･受精
卵における遺伝子の発現と 機能は､ヒ ト 卵子･受精卵を 用いないと わから ない。

　 ヒ ト 受精胚尊重の原則の例外が許容さ れる 条件

　 例外が認めら れるには、 そのよう なヒ ト 受精胚の
取扱いによら なければ得ら れない生命科学や医学の
恩恵及びこ れへの期待が十分な科学的合理性に基づ
いたも のであるこ と 、 人に直接関わる場合には、 人
への安全性に十分な配慮がなさ れるこ と 、 そのよう
な恩恵及びこ れへの期待が社会的に妥当なも のであ
ると いう こ と 、 と いう ３ つの条件を 全て満たす必要
があると 考えら れる。

○基本的考え方の例外が許容さ れ
る条件
・ 社会的妥当性
・ 科学的合理性
・ 人への安全性の配慮
○倫理的課題
○その他（ 規制、 審査体制など）

・ 新規胚作成に対する｢基本的考え方｣を 整理し
て検討するべき ではないか。
・ 新規胚作成についての倫理的考察や､卵子提
供についての問題なども 整理が必要ではない
か。
・ 新規胚作成に対するゲノ ム編集技術の実施と
ART指針と の整理が必要ではないか。
・ 研究目的にヒ ト 胚作成を 伴う 場合や､臨床応
用に向けた基礎的研究を 行う 場合､その妥当性
は社会コ ンセンサスなどと 照ら し て公開で厳格
に審査する必要があるのではないか。
・ ゲノ ム編集を 行っ た配偶子の受精の可否につ
いて､倫理的検討が必要ではないか。
・ 研究目的による規制、 使用する技術による規
制、 使用する胚（ 余剰胚なのか新規作成胚なの
か） による規制と 整理し て考えるべき ではない
か。
・ ゲノ ム編集を し て生まれてく る子供の人権も
考えるべき ではないか。

○ヒ ト 胚･生殖細胞の遺伝的改変・ ゲノ ム編集への規制の国際比較について（ 第109回　 石
井参考人ヒ アリ ング）

「 ヒ ト 胚の取扱いに関する 基本的考え方」
（ 平成16年7月23日　 総合科学技術会議）

「 ヒ ト 胚の取扱いに関する 基本的考え
方」 見直し 等に係る 報告（ 第一次）

（ 平成30年3月29日　 総合科学技術・ イ
ノ ベーショ ン 会議）

ヒ ト 胚にゲノ ム編集を 行う 研究を 容認するために必要な条件と 議論
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３ ． 生殖補助医療研究を 目的と する
指針の策定における留意事項

「 基本的考え方」 のヒ ト 胚の取扱い
の原則に照ら し 合わせれば、 研究材
料と し て使用するために新たに受精
により 作成さ れたヒ ト 受精胚（ 以下
「 研究用新規作成胚」 と いう 。 ）
は、 研究での利用及び滅失を 前提と
し ているこ と から 、 「 基本的考え
方」 にある「 「 人の尊厳」 を 踏まえ
たヒ ト 受精胚尊重の原則」 の例外で
ある人の健康と 福祉に関する幸福追
求の要請に応える目的であっ たと し
ても 安易に研究に用いるべき ではな
い。 従っ て、 研究用新規作成胚を ヒ
ト 受精胚へのゲノ ム編集技術等を 用
いる基礎的研究で利用するに当たっ
ては、 その研究目的、 科学的な合理
性、 社会的な妥当性、 研究の必要性
に加え、 研究用新規作成胚でなけれ
ば解明するこ と ができ ないと する科
学的根拠が必須であるこ と から 、 こ
れら の必要な条件について慎重に検
討を 行う 必要がある。
以上のこ と から 、 「 生殖補助医療研
究」 を 目的と し たヒ ト 受精胚へのゲ
ノ ム編集技術等を 用いる基礎的研究
において使用し 得るヒ ト 受精胚につ
いて、 当面は、 生殖補助医療の際に
生じ る余剰胚（ 「 ヒ ト Ｅ Ｓ 細胞の樹
立に関する指針」 （ 平成26年文部科
学省・ 厚生労働省） 第七条※8で規定
するヒ ト 受精胚） に限るこ と と し 、
こ のよう な研究に研究用新規作成胚
を 利用するこ と 、 すなわち研究材料
と し て使用するために新たに受精に
より ヒ ト 受精胚を 作成し 利用するこ
と は当面禁止と する。
５ ． まと め
○ 研究用新規作成胚（ 「 ヒ ト 配偶
子」 及び「 ヒ ト 生殖系列細胞」 を 含
む。 ） の基礎的研究への利用等につ
いては、 生命倫理専門調査会におい
て検討を 行っ た後に、 タ スク ・
フ ォ ースにおいてその取扱い等に係
る検討を 行う こ と と する。
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